
教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割

- 2008年度 (第2年次)研究活動報告-

鈴木そよ子 ･他

はじめに

神奈川大学教職課程では,2007年度から神

奈川大学共同研究奨助成金を得て,3年間の計

画で,共同研究 ｢教員のキャリア形成に果たす

神奈川大学の役割｣を進めている｡

共同研究グループのメンバーは,人間科学部

教授 ･河上婦志子,同学部教授 ･入江直子,同

学部教授 ･大西勝也,同学部教授 ･古屋喜美

代,同学部助教 ･間山広朗,同学部特任教授 ･

岩津啓子,経営学部教授 ･関口昌秀,同学部教

授 ･鈴木そよ子 とい う横浜キャンパス,湘南ひ

らつかキャンパスの教職課程担当教員全員であ

る｡

共同研究の研究 目的,3年間の全体計画,

2007年度 の活動 の詳細 は,鈴木 そ よ子 ･他

｢『教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役

割』について｣(『神奈川大学 心理 ･教育研究

論集』第 27号,2008年 3月,pp.111-121)を

参照されたい｡

本稿では ｢2007年度共同研究奨励助成金研

究経過報告書｣に もとづ く内容 (1-5)と,

2008年度の共同研究活動の全体構成 (6-7)

を示す｡本年度の研究内容検討の基礎資料 とす

ると同時に,共同研究の最終年度 となる2009

年度の教員養成 ･教員採用試験 ･現職教育を貫

くプランづ くりを的確に遂行するためのもので

もある｡

なお,本稿では,本年度の研究計画の3本の

柱のうち,インタビュー調査を中心にまとめる

が,本年度の研究活動の全体については,2008

年度研究報告書でまとめられる｡

1.2007年度の研究目標

2007年度は,以下の3点を研究目標 とした｡

(1) 質問紙調査

① 本学卒業生の現職教員を対象 として質問

紙調査を行なう｡

(参 調査の結果 として,現職教員が研修の場

として大学を捉えたときに,期待 している

内容を仮説 として導き出す｡質問紙では,

｢一般的に教師の力で不足 していると思 う

点｣｢これまでのい くつかの研修で役立 っ

た程度｣｢今後受けたい研修の内容 と方法｣

｢研修に出席 しに くい理由｣ と ｢大学で研

修の機会があれば期待する内容や方法｣

｢現在の課題｣を尋ねる｡

(∋ 仮説にもとづ く研修の実施形態 を構想

し,インタビュー内容 も確定する｡

(2) 学校ボランティア活動

(D 横浜市立小学校 4校 (浅間台,寺尾,大

口台,下末吉),中学校 3校 (戸塚,松本,

栗田谷)において学校ボランティアの活動

に参加する｡

② 学校ボランティア参加校 との情報交換会

を開催する｡

③ 学校ボランティア活動に参加 した学生の

成長の振 り返 りと省察のなかから,教員と
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してのキャリア形成の視点でその意義 を捉

える｡

④ 1年間の活動について学生が報告 し,自

ら振 り返る機会,体験 を共有する機会 を設

けて,本人が どのように活動の意義 を捉 え

ているのかを把握 した上で,共同研究のメ

ンバ ーが考察 を加 える｡

(9 メンバ ーは報告書の一部 としてまとめ,

その内容について,全員で意見 を交換 し,

これ らを踏 まえて,研究会 としての考察 と

する｡

(3) 法規上の詳細な確認,資料収集

① 教員免許状更新講習の趣旨を的確に捉 え

るため,答申や法令の動 きを確認する｡

(参 最近の教員養成 ･研修に関す る国内外の

議論動向把握のため図書資料 を収集する｡

2.2007年度の研究の計画

(1) 本学卒業生の現職教員への質問紙調査の

企画立案 ･実施 ･分析

横浜 ･湘南ひらつか両キャンパスの卒業生教

員の うち,752名 を対象 とした質問紙調査 を実

施 し,集計 ･分析す る｡7月下旬 に質問紙 を送

付 し,8月か ら9月上旬にかけて単純集計の準

備 をし,9月中旬 には回答者の中か ら,イ ンタ

ビュー対象者 を選 び出す準備 も進 める｡10月

か ら3月にかけて自由記述 も含めた回答の分析

と考察 を行な う｡

質問紙はA3用紙両面 1枚,大間8間の構成

で,選択式 と自由記述式の回答 を併用する｡質

問紙の回答分析か ら教員の｢声｣を把握する｡

また,現職教員に とって有意義な更新講習の

あ り方について考察する｡

(2) 学校 ボランテ ィア活動に参加 した学生の

成長過程の分析

横浜 キャンパスでは,学生が近隣の小中学校

でボランティア活動 を継続 している｡報告会や

情報交換会 を実施 して,ボランティア活動に参

加 した学生の成長過程 を記録 し,分析する｡

(3) 法規上の詳細な確認,資料収集

教員免許状更新講習に関 して,文科省か ら大

学 (教務課)に送 られて くる情報 を確認すると

ともに,最近の教員養成 ･研修に関する和書 ･

洋書 を収集 し,動向を把握する｡

3.2007年度の研究経過及び成果

(1) 研究経過

(∋研究会活動

*は他の会議で集合 した際に行われた内容

第 1回 2007年3月15日

･共同研究の基本方針について

*2007年4月15日

･4月 14日のプレゼ ンテーション報告

第 2回 2007年 6月20日

･質問案の分担 ･今後の研究会予定 ･紙面の

基本構成

第 3回 2007年6月27日

･申請書類関係

第 4回 2007年 7月4日

･質問紙調査の タイ トル ･プ リテス トの手

配 ･封筒 ･質問紙作成他

第 5回 2007年 7月18日

･質問紙調査紙面の確定 ･お礼 ･督促 を兼ね

た葉書

第 6回 2007年 9月5日

･回答の一覧表の確認 ･分析対象の確定 ･単

純 ･クロス集計の基本方針 ･回答の問別分

析担当者決め ･各間表 ･グラフの作成

第 7回 2007年 10月 30日

･間2-間6の分析 ･ボランティア活動報告

*2007年 11月28日

･質問紙調査依頼者全員に送付する ｢教員の

キャリア形成についての調 査集計結果報

告｣ をメンバ ー全員に渡す｡

*2007年 12月19日

･第 7回研究会で作成 を依頼 された 114表 を

メンバ ー全員に渡す｡

第 8回 2008年 1月30日

･発表 ｢教 員の ライフステージと研修｣･パ

ネルディスカッションの企画

-82-



第 9回2008年 2月16日

･神奈川大学教育研究交流会

テーマ :教員のキャリア形成を考える :卒業

生からの提言

報告 :卒業生に対する質問紙調査の中間報告

と免許状更新講習

パネルディスカッション:教師 としての学び

と成長

第 10回 2008年2月28･29日

･調査分析の検討 ･インタビューの計画 ･

2007年度のまとめ

第 11回2008年 3月27日

･2007年度報告書 ･インタビュー内容の打

ち合わせ

(∋質問紙調査

2007年 3月～6月

･共同研究の基本方針 と計画

2007年 7月

･質問紙調査実施計画 ･プリテス ト･作成,

送付作業

2007年 8月～9月

･回答用紙の整理,集計

2007年9月～2008年3月

･回答の単純集計 ･クロス集計分析,分析内

容の検討

③学校ボランティア活動

2007年3月

･学校ボランティア活動を開始

2007年 5月25日,6月29日,10月5日,

12月21日,2008年 1月30日

･ボランティア活動報告会

･2007年 7月20日･学校ボランティア受け

入れ校 との情報交換会

(2) 社会的効果

教員の研修の場 として大学を位置づけて,何

がで きるのか,何が望 まれてい るのかを考察

し,実際に研修の機会をつ くる｡教員養成から

現職教育に至る教育改善を目的 とし,教員養成

課程 を改善 し,自らの企画を立ち上げるための

調査研究である｡この目的を提示すること自体

教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割

が,社会的意味を持つ｡そして,大学を神奈川

大学 とすることで,限定性は生 じるが,同時に

具体性が生まれる｡事例研究 としての価値が高

まる｡

教員免許更新制が2009年度か ら実施 される

タイ ミングで もある｡試行 として2008年度か

ら文科省の指定を受けた大学での免許更新講習

が実施 される｡｢その時々で教員 として必要な

資質能力が保持 されるよう,定期的に最新の知

識技能の修得を図 り,教員が自信 と誇 りを持 っ

て教壇に立ち,社会の尊敬 と信頼を得ることを

目指す｣ とい う目的のもと,10年ごとに30時

間の講習を受けることで,教員免許状が更新 さ

れる｡この講習の主な担い手が大学 となる｡

教員は,多忙 さとよりよいキャリア形成を渇

望するジレンマの中にある｡大学では小 ･中 ･

高等学校の教員の評価 を得て,受験希望者の確

保につなげたい と望み,また,進学する学生の

より高い意識 と学力を確保するために,教員の

日々の教育実践の質的向上をサポー トすること

が大切だと意識するようになっている｡

免許状更新講習は,大学 と教員のこれまで超

えられなかった壁を突 き崩 し,連携するきっか

け として,意義が大 きい｡互いに有意義な講

習,その後の連携を生み出す講習をつ くり出す

ためのより的確な内容 と方法を導 き出すために

は,研究ベースでのテ一夕集計,分析 と考察が

欠かせない｡本共同研究の調査結果から導 き出

された仮説はこの役割を担 っている｡

4.2007年度の研究の残された課題

(1) 質問紙調査

① 2007年 9月か ら大間ごと (間2-間6)

の単純集計およびクロス集計による分析を

行 った｡大間ごとの考察は2008年 3月で

まとめ終えたが,複数の大間間のクロス集

計 と考察は,2008年度に行 う｡

(参 間7･間8の自由記述回答について,2

月28･29日の検討 を踏 まえて,分析の方

法を検討 した上で,考察を深める｡
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(参 大間ごとに,教員のキャリア形成 とこれ

までの研修の関係,これからの研修に期待

するものを把握できた｡次のステップとし

て,｢教員のキャリア形成における神奈川

大学の役割｣を明確にするための作業を進

める｡研究会での集中的な検討 と,さらに

多くの資料やデータの収集,インタビュー

から得 られる情報等をあわせて吟味する｡

(2) 学校ボランティア活動

(∋ 学校ボランティアに参加 した学生が,継

続的に学習会に参加 しやすい組織作 りをす

る｡

② 個々の学生の長期的成長過程を検討 して

い く｡

(3) インタビューに向けての準備

(∋ 大間ごとの分析から,さらに深めたい点

をメンバーが持ち寄 って検討する｡この検

討から,インタビューでの質問事項を確定

してい く｡

(参 対象者 237名のうち,インタビュー対象

候補者 60名か ら,インタビュー実施者 を

確定 し,実施準備を進める｡

(4) 免許状更新講習 との関係

教員免許状更新講習の実施が確定 したのは,

本研究が始まってからであったが,教員研修の

一つであり,直接大学が関わるものでもあるの

で,免許状更新講習に本研究の成果を活かせる

ように,2007年度の研究成果をまとめる｡

5.2007年度の研究発表

2007年度は,共同研究の初年度であ り,研

究成果を学会誌への投稿や学会での口頭発表が

できる段階ではなかった｡2008年度に行な う

予定である｡だが,研究の経過や質問紙調査の

集計結果等は,各段階で報告 してきた｡これら

を2007年度の研究発表 とする｡

(1) 論稿

･河上婦志子 ･他 ｢生徒の学び ･学生の学び

一中大連携の試み-｣神奈川大学教職課程

研究室 『神奈川大学 心理 ･教育研究論

集』第 26号,2007.3,pp.83-98

･鈴木そよ子 ･他 ｢共同研究 『教員のキャリ

ア形成に果たす神奈川大学の役割』につい

て｣神奈川大学教職課程研究室 『神奈川大

学 心理 ･教育研究論集』第 27号,2008.

3,pp.11ト121

(2) 口頭発表

･鈴木そよ子 ｢報告一卒業生に対する質問紙

調査の中間報告 と教員免許状更新講習-｣

神奈川大学教育研究交流会 2008.2.16

(3) その他

･神奈川大学 ･教員キャリア形成研究会 ｢教

員のキャリア形成についての調査 集計結

果報告 (間1-間6の うち数字による回答

部分)｣2007.12.1(単純集計による分析｡

質問紙調査対象者全員に送付)

･岩滞啓子 『学校ボランティア情報交流会報

告書』神奈川大学教職課程,2007.7

･岩滞啓子 ｢学生の成長を確認 したときの喜

び｣『パイオニアスターノレよこはま 神奈

川大学 ･横浜市立松本中学校連携事業』横

浜市立松本中学校,2008.1

6.2008年度の目標と計画

｢2008年度共同研究奨励助成金支出計画書｣

において,4月の時点で届け出た,以下のよう

な目標 と計画にもとづいて,本年度の研究活動

を展開した｡

(1) 目標

質問紙調査 とインタビュー,学校ボランテ

ィア活動の実績にもとづ き,キャリア形成の

観点から,現職教員の研修 と教員養成プログ

ラムについて,神奈川大学の教職課程 として

のプランを構想する｡

(2) 計画

① 2007年度の研究活動の報告書作成 (質

問紙調査 ･学校ボランティア活動)

(ヨ インタビュー調査の計画立案,実施,分

析

(争 学校ボランティア活動の実践から省察に
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いたる組織化

④ 研究成果のうち,免許状更新講習に関わ

る部分の明示

⑤ 教員養成 ･教員採用試験 ･現職教育を貫

く神奈川大学プランの構想

7.2008年度の研究経過

(1) 研究会活動

①4月18日 ｢2007年度 共 同研究奨励助

成金研究経過報告書 (2007年度

分)｣他,学長事務室へ提出

②4月30日 イ ンタ ビュー調 査 の詳細確

定 ･2007年度報告書完成版確認

(TKP横浜西 口ビジネスセ ンタ

ーにて)

③5月 7日 共同研究 ｢教員のキャリア形成

に果 たす神奈川大学 の役 割｣

2007年度研究報告書 (内部検討

用)完成

(彰5月21日 イ ンタ ビュー質 問項 目の検

討 ･担当者からの提案 ･まとめ

･---------･問山 広朗

⑤7月2日 インタビュー実施 日の決定,イ

ンタピュア,インタビュイの組

み合わせ,｢質問項 目について｣

お よび スケ ジ ューノレ確 認,お

茶,菓子,軽食の手配分担

⑥7月 16日 インタビュー組み合わせの変

更,部屋の確定,イ ンタビュイ

に手渡す文書の確認,財務部経

理課 と教職課程指導室が関わる

謝礼の扱い確認

⑦ 10月26日 インタビュー個票,集団イン

タビューまとめ提出

⑧ 11月 5日 インタビュー個票検討,まと

めの視点 ･分担,今後のスケジ

ュール確定

⑨12月17日

a インタビュー個票,集団インタビュー

まとめ
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教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割

･調査の概要･------鈴木 そよ子

･学校の現状---------･大西 勝也

･｢壁｣体験 --･-----･･古屋 喜美代

･｢壁｣体験 ×研修体験ケーススタディ

間山 広朗

･研修体験-･------I--入江 直子

･今後の方向性 (大学 とのかかわ りで)

関口 昌秀

･集団インタビュー-----岩滞 啓子

･まとめ----------河上 婦志子

ただ し,河上提案 を受けて,｢より広

く,た とえば 『教師 としてのキャリア形

成』 とい った視点から,い くつかのキー

になる言葉や概念,経験やきっかけのよ

うなものを見出 して,それによって,教

師のキャリアを分析する枠組みを発見 し

てみるとい う作業｣ も進める｡

また,同 じく河上提案では,｢研修体

験｣(入江) と ｢今後の方向性｣(関口)

のパー トの重な りが多いことが指摘 され

てい る｡｢研修体験｣では,アンケー ト

調査データなどを多用 して,分析的に,

｢今後の方向性｣では,神大ならびに他

大学の更新講習試行の結果などを参考に

しながら,インタビューデータを土台に

思い切 った提言 をす るな ど,工夫 をす

る｡

b 神奈川大学の今後の取 り組みに示唆を

与えるインタビュー発言のチェック

C 2008年度報告書 ･全体のまとめ

d 2月19日･20日の合宿の企画

e 会計報告

f イ ンタビューチェック済み原稿 CD手

渡 し

⑲2月19日･20日 (合宿)

イ ンタビュー分析内容の検討 ･

2008年度報告書検討 ･2009年度

計画検討

⑪3月16日 2008年度報告書完成,インタ
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ビュー分析報告の完成

⑫ 3月26日 2年間の研究活動の成果 とし

て,神大 (教職課程)が取 り組

む活動の具体的プラン

⑬研究会ごとの資料作成補助----鈴木 明

(2)2007年度報告書作成作業

① 3月31日 全員の原稿が揃 う

②4月 12日～5月9日 報告書 の も くじ,

体裁づ くり諸作業

-･･---･-----･鈴木 そよ子

文章への表の組み込み ･諸作業

補助 ---------I-鈴木 明

(3)インタビュー関係活動

① 4月 18日 2007年度実施アンケー ト調査

の対象者の うち,イ ンタビュイ

候補者 60名の確定

② 5月 10日～20日

60名の名簿づ くり,シールづ くり

･-----･･-･･---･山中 陽乎

③ 5月20日～30日

インタビュー依頼文

原案 ---------鈴木 そよ子

サポー ト -------岩滞 啓子

添削 -I---関口 ･問山 ･古屋

④ 6月 13日 60名に神大オ リジナル しお り

を用意 ･生協で購入

-----------･入江 直子

⑤ 6月 16日 インタビュイ候補者 60名への

参加の有無 と日程の伺い (封書)

発送 --------鈴木 そよ子

資料 1 ｢インタビュー依頼文書｣

資料 2 ｢インタビュー日程 (ご回答)｣

⑥ 6月 18日～30日 30名からの回答整理

-----------山中 陽平

鈴木 そよ子

⑦7月5日 日程 ･計画をインタビュイに発送

---------鈴木 そよ子

準備補助 ------鈴 木 明
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資料 3 ｢インタビュー実施日の通知｣

⑧7月 1日～25日 謝金の位置づ け,払い

出し方法の打合せ,業者手配

-I----------入江 直子

間山 広朗

野上 展子

鈴木 そよ子

(勤8月 1日 インタビュー変更点を盛 り込ん

だ計画書の完成 ･･･-間山 広朗

資料 4 ｢質問項目について｣

インタビュイに手渡 して説明する資料

･----------間山 広朗

資料 5 ｢本日のインタビューについて｣

⑲ 8月4日～22日 インタビュー実施｡28名

-･･･-･-横浜教職課程指導室 ･

野上展子他,室員の協力

⑪8月5日～9月29日 インタビューテープ

起こし｡9回に分けて納品｡

(有限会社 ･ウイズワー ド･勝

間知子氏に発注)納品 された も

のからメンバーに添付メール

⑫8月25日 インタビュー個票 フォーマッ

ト作成 ･･････-･･･････鈴木 そよ子

⑬ 9月 1日～10月31日 インタビュー個票

作成 -I-------･--･全 員

資料 6 ｢インタビュー個票フォーマット｣

⑭ 10月 12日～11月3日 チ ェック済 み原

稿加工 -------=--鈴木 明

⑮ 10月 15日 インタビュー音声 DVD作成

----------･間山 広朗

⑯ 11月 16日～12月 10日 インタビュー

チェック済み原稿のプ リン トア

ウ ト,ファイル,イ ンデ ックス

等用意 ---･-･･･-鈴木 そよ子

補助 --･-----･---鈴木 明

⑲ 11月5日～12月 16日 イ ン タ ビ ュ ー

(個人 ･集団)の分担にもとづ く

まとめ作業,今後の取 り組みに

かかわる示唆の抽出

-----分担にもとづ き全 員
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⑱11月28日 イ ンタビューチ ェック済み原

稿 CD作成 -------鈴木 明

(4) 2008年度報告書作成作業

①文書への表組み込み作業--I-･-鈴木 明

② ｢2008年度研究報告書｣のために作成 し

た表の うち,研究のまとめに向

けて,グラフ化する必要のある

もの をメ ンバ ーが選 び,徐 々 に

グラフ化作成補助作業

･･---･--鈴木 明
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資料 1 インタビュー依頼文書

梅雨の候､いかがお過ごしでしょうか｡

昨年は､アンケー トにご回答いただき､ありがとうございました｡お礼の気持ちを同封の しお

りに添えてお届けいた します｡さらに､インタビューをお受け下 さるとご回答いただいたこと

を､嬉 しく思います｡

アンケー トやインタビューから得 られた大学に対する期待や要望 を､これか ら本学で実施する

教員免許状更新講習に生か して行 きたい と考えますが､更新講習に限定することな く､継続的に

先生方のサポー トができるような体制作 りを考えてお ります｡そのためにも､先生方の率直なお

考えを伺いたい と願 っております｡

下記のような内容でインタビューを実施致 します｡別紙の回答用紙にご記入いただき､ご返送

下 さい｡ぜひ､ご参加下さいますよう､お願い申し上げます｡

記

8月4(月)～8(金)/18(月)～22(金)

:30個別/ll:30-12:00集団/12:00-13:00昼食)

:30個別/15:30-16:00集団/16:00-17:OO軽禽)

ご都合の悪い 日 (｢午前 1｢午後｣)に×をつけて下 さい｡

これから研修 したいこと､大学に期待すること

1.インタビューの日程 :

午前の部 (10:00-ll

午後の部 (14:00-15

回答用紙の日程表で､

2.インタビューの内容

教職経験､研修体験､

3.インタビューの方法

横浜キャンパス､湘南ひらつかキャンパスの教職課程担当教員が 1対 1形式で､個別に

お話を伺 ったのち､参加者が集 まって議論 をします｡教職課程担当教員は､河上婦志子､

入江直子､大西勝也､古屋喜美代､間山広朗､岩津啓子､関口昌秀､鈴木そよ子です｡

4.インタビューの場所

横浜キャンパス

5.派遣依頼

インタビューにご協力いただ くにあたって､勤務校への ｢派遣依頼｣が必要な場合は旦

答用紙に送付先等をご記入 ください｡

6.回答の返送

6月28日(土)までにご投函下さい｡急がせて申し訳ありません｡

7.今後のスケジュール

7月6日(日)までに､確定 した日程 ･計画をお届け致 します｡

以上

2008年 6月 16日

神奈川大学 ･教員キャリア形成研究会

代表 ･経営学部教授 ･鈴木そよ子

連絡先 :〒259-1293 平塚市土屋 2946 神奈川大学湘南ひらつかキャンパス

Tel.0463-59-4111 鈴木そよ子研究室 (内)2840

Tel.045-48ト5661 河上婦志子研究室 (内)4271

E-Mail:kyoushoku-toiawase@kanagawa-u.ac.jp
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資料 2 インタビュー日程 (ご回答)

2008年 8月 インタビュー日程 (ご回答)1.ご都合の悪い日 (午前 .午後)に×をつけて下さいo

2.御御氏御住Te1.E-M 曜 日 日 月 火 水 木 金 土

日 4 5 6 7 8

午前

午後

曜 日 目 月 火 水 木 金 土

日 18 19 20 21 22

午前

午後

氏名 .御連絡先名所 T

ail

勤務校名

3.勤務校への ｢派遣依頼｣が必要な場合は､送付先 (勤務校住所)等をお書き下さいo

宛先 T

発送 日 (ご希望のある場合) 月 日頃4.メッセージ
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資料 3 インタビュー実施日の通知

〇〇〇 様

この度は､インタビュー日程についてのご返答をいただき､ありがとうございました｡候補 日の

中から下記の日程に決めさせていただきました｡ご多忙のところ､誠に申し訳ありませんが､どう

ぞ､よろしくお願い致 します｡

記

1, 目時 : 8月4日 (月) 9:50 集合

2.集合場所 : 横浜キャンパス 17号館 教職課程指導室

3.スケジュール : 10:00-ll:30 個別インタビュー

11:30-13:00 意見交換 (含 ･軽食)

4.インタビューの内容 : 教職経験､研修体験､これから研修 したいこと､大学に期待すること

5.当日の連絡先 : 教職課程指導室 045-481-5661(内)4228

以上

付記

1.当日､印鑑をお持ち下さい｡

2.｢勤務校への派遣依頼が必要｣ とご回答をいただいている方の場合は､若干の時間の延長を考慮

して､｢9:50-13:30インタビュー及び討論｣ とい うスケジュールで､学校長宛に派遣依頼状

をお送 り致 します｡

2008年 7月4日

神奈川大学 ･教員キャリア形成研究会

代表 ･経営学部教授 ･鈴木そよ子

連絡先 :〒259-1293 平塚市土屋 2946 湘南ひらつかキャンパス

Tel.0463-59-4111 鈴木そよ子研究室 (内)2840

〒221-8686 横浜市神奈川区六角橋 3-27-1 横浜キャンパス

Tel.045-481-5661 河上婦志子研究室 (内)4271

E-Mail:kyoushoku-toiawase@kanagawa-u.ac.jp
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資料 4 質問項目について

インタビュー調査 :質問項目 (8/1版)

(※下記 ｢質問例｣につきまして､詳細は､5/21会議時配付の各先生の資料をご参照下さいo)

*｢本 日のインタビューについて｣を対象者に渡 し､概要を説明するo

質問事項 質問例 .ポイント等 備考

0導入10 0-1 属性の確認 . 氏名 .地域 .学校種 .教科 .年数 (年齢).役職 .部活 質問紙参照

聞き取 り 等

0-2 現場の現状 ｢今､先生の現場ではどのようなことが大変でしょう
か ?｣

0-3 話題転換 ｢現状についてはまた後でもう一度お伺い したいのです

分 が､過去の問題についてから順番にお伺いできればと思

うのですがo｣等

1キ 1-1 ｢壁｣経験 ｢これまでに､『教師 として壁にぶつかった』 と感 じたこ 話の展開次

とはあ りますか ? 印象に残 る時期 を思い起 こして頂 第で､教師

き､当時のことを教えて下さいo｣ に な っ て｢良か つた① 概要 (いつ .どこで (学年等).内容) (参 ｢乗 り

越え｣のポイントは? ｢どのようにして乗 り越えてこ 経験｣-

られたと思いますか?｣ (個人的力量 .対坐徒 .保護者

関係 +職場の人間関係を想定)

1-2 現在の職場の ① ｢教育実践について話 し合 う職場の人間関係はありま

ヤリア形成 人間関係 すか ?｣

｢無い｣相談できる人がいない､ しにくい理由は?

｢ある｣世代 は ? (上 .同世代) 相談 内容 は ?

(教科 .生徒指導 .対保護者) 上世代のど

40 のような意見 .助言に期待するか? (教科等
分 の領域など)

② ｢職場での人間関係｣や ｢相談｣は､自分の力量形成

にとつて､どのような意味があるとお考えですか?

1-3スキノレアツ①授業をよくするために､意識的に継続していることは

プ .力量向上について ありますか?(∋生徒を理解 し､導 くために､(特別に?)行 っている

ことはありますか?

2研 2-1 良かつた研修 ①これまで受けたなかで良かつたと思える研修はどのよ 話 の 展 開

うな研修で したか ? (内容 .方法 .講師 .環境 .日 で､｢良 く

檀 .時間 .人数等)また､それでもなお､改善すべ き点 なかった研

はあると感 じますか? 修｣ も?

②校内研修では､どのような校内研修が良かつたと考え

修に ますか?2-2 今後､受けた -般的な希望 :どのような研修を希望 しますか ? (研

つtヽ い研修 修主体に応 じて ?)(D内容 (アンケー トでは､｢教科｣

て40分 ｢軽度発達障害｣が多い)(参方法 (アンケートでは､｢事

例研究｣｢参加型｣が多い)

2-3 大学の役割～①卒業生の先生方に対 して､大学にで きる ｢ケア｣や

更新講習- ｢役割｣について､ご希望やご意見を伺いたいのですがo

(｢居場所｣｢ホーム｣を想定 ?)

⑦大学に､ どの ような更新講習 を期待 しますか○(内

香 .方法等)

-91-



神奈川大学心理 ･教育研究論集 第 28号 (2009年 3月31日)

資料 5 本日のインタビューについて

2008年 月 日

神奈川大学 共同研究

｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割｣

代表 :経営学部教授 鈴木そよ子

本 日のインタビューについて

【本 日の日程】

午前の部 10:00-ll:30個別/ll:30-12:00集団(17-301)/12:00-13:00昼食

午後の部 14:00-15:30個別/15:30-16:00集団(17-301)/16:00-17:OO軽禽

【インタビューの目的】

本インタビューは､｢教員のキャリア形成に果たす神奈川大学の役割｣を検討する

共同研究のために実施 させて頂 きます (8月中に30名の先生方にインタビューする

予定です)｡

率直にご意見 ･ご助言をお話 しいただければと思います｡

【インタビュー録音のお願い とお約束】

個別インタビューと集団インタビューでは､長時間にわた りお話 を伺 うことに加

え､お話の内容を共同研究メンバー間で正確に共有するために､録音をお許 しいただ

主を土工と思います｡録音内容につきましては､個人情報保護の観点からプライヴァシ

ーを保護することはもちろんのこと､先生個人ならびに勤務校関係者等の不利益 とな

ることがないよう最大限注意を払い､研究目的以外に使用 しないことを堅 くお約束い

たします｡

【個別インタビュー内容】

0.各種確認 と現場の現状について

0-1 お名前 ･地域 ･学校種 ･教科 ･勤務年数 (年齢)･役職 ･部活等

0-2 現場の現状について

1.キャリア形成について

1-1 教師 としての ｢壁｣の経験について (概要 と ｢乗 り越え｣について)

1-2 職場の ｢人間関係｣について

ト3 スキルアップ ･力量向上について

2.研修 (一般)について

2-1 ｢良かった｣研修について

2-2 今後 ｢受けたい｣研修について

2-3 先生が ｢大学の役割｣ として期待すること (全般的機能 ･教員免許状更新講

習等)
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資料 6 インタビュー個票フォーマット

歳
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